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「まなびポケット」の申し込みID数が500万を突破 

～「保護者向け機能」利用者が昨年度比300％増加～ 

  

NTTコミュニケーションズ(以下 NTT Com)が提供するクラウド型教育プラットフォーム「まなび

ポケット」の申し込みID数※1が500万IDを突破しました。 

 現在、「まなびポケット」は「GIGAスクール構想」を実現するプラットフォームとしての活用に

加え、「MEXCBT」※2の入り口となる「学習マネジメントシステム」(以下 学習eポータル※3)として

も全国の多くの自治体に採用いただいています。2023年1月現在、「学習eポータル」としてはNo.1

のシェア※4を獲得しています。 

 NTT Comは、引き続き児童・生徒の特性に応じた個別最適な学びを支援し、保護者と学校がスム

ーズに情報共有できる機能、教職員のワークスタイル変革を後押しする機能などを提供し、より多く

の教育現場で利活用いただく取り組みを続けていきます。 

  

1．背景 

 「まなびポケット」は児童・生徒、教職員が一人ひとつのアカウントを持ち、さまざまな学習コン

テンツを利用できるクラウド型教育プラットフォームです。インターネットとブラウザーがあれば、

どこからでもアクセスでき、提携するさまざまなサービス(授業支援・協働学習支援ツール、個別学

習支援教材、英語やプログラミングの学習教材など)を提供しています。 

 2017年からサービス提供を開始し、2022年10月時点では400万IDのお申し込みをいただいてお

りました。また、2019年より「保護者向け機能」を提供開始し学校と保護者間のコミュニケーショ

ンにお役立ていただいています。  

2．500万ID突破 

 「まなびポケット」は2023年2月時点で全国の1,000以上の自治体、12,000校以上の学校よりお

申し込みをいただき、500万IDを突破しました。400万ID突破から4カ月という短い期間での100万I

D増加には、「学習eポータル」として多くの自治体・学校に選ばれていることに加え、出欠連絡や

学校から保護者への連絡など、無償で使える「保護者向け機能」が評価され、保護者IDが増加した

ことも大きな要因となっています。 



 

 

 今後も「学習eポータル」としての機能向上に加え「保護者向け機能」を拡充し、より多くの方々

に利活用いただくことをめざします。 

 

 

 

 2023年2月現在、「まなびポケット」の保護者ID数は60万ID（昨年度末比300％増加）、導入学

校数は1,500校を突破しました。保護者向け連絡のデジタル化を進める自治体や学校から、「まなび

ポケット」の「保護者向け機能」を評価いただいたものと考えています。 

3．「保護者向け機能」の新機能リリース 

 「保護者向け機能」は、無償でご利用いただける保護者と教職員間のデジタル連絡機能です。学校

現場の負担軽減をコンセプトとして、学校や保護者に寄り添う機能を順次リリースしています。 

 2022年12月には「出欠連絡の自動集計・Excel出力機能」をリリースしました。保護者が登録し

た欠席・遅刻などの情報が自動で集計され、教職員は集計結果を「まなびポケット」の画面上で確認

することができます。この機能により教職員が行う統合型校務支援システムへの出欠情報の登録作業

を効率化することができます。 



 

 

 

 

 今後も保護者の利便性向上、学校現場の業務負担軽減・ペーパーレス化に寄与する機能をリリース

予定です。教育現場をより一層サポートしていけるよう、今後も機能拡充を進めてまいります。 

 

 

 

 

NTTドコモ、NTT Com、NTTコムウェアは、新ドコモグループとして法人事業を統合し、新たなブランド

「ドコモビジネス」を展開しています。「モバイル・クラウドファースト」で社会・産業にイノベーションを起

こし、すべての法人のお客さま・パートナーと「あなたと世界を変えていく。」に挑戦します。  

 

 

 https://www.ntt.com/business/lp/docomobusiness.html 

 

 

NTT Comは、事業ビジョン「Re-connect XⓇ」にもとづき、お客さまやパートナーとの共創によって、With

/Afterコロナにおける新たな価値を定義し、社会・産業を移動・固定融合サービスやソリューションで「つなぎ

なおし」、サステナブルな未来の実現に貢献していきます。 

 

 
 https://www.ntt.com/about-us/re-connectx.html 

 

 

    
    

 集計結果を     で出力
 来 には統合型校務支援システムへも

自動連携

 保護者からの登録結果を自動で集計

 保護者がスマ から
児童・生徒の出欠を連絡

    の         ー 

https://www.ntt.com/business/lp/docomobusiness.html
https://www.ntt.com/about-us/re-connectx.html


 

 

※1：ID数には、「まなびポケット」を利用する教職員、児童・生徒、保護者のIDが含まれます。 

※2：文部科学省CBTシステム「MEXCBT(メクビット)」は文部科学省が開発をすすめる、児童・生徒が学校や

家庭において、国や地方自治体などの公 機関などが作成した問題を活用し、オンライン上で学習やアセ

スメントができるCBT(Computer Based Testing)システムです。CBTは問題用紙やマークシートなどの

紙を使わずコンピューターを利用した試験をさします。 

※3：学習eポータルは、GIGAスクール構想で整備された一人一台環境と高速ネットワークを活かし、ソフトウ

ェア間の相互運用性を確立してユーザーにとっての操作性を向上させるとともに、教育データをより良く

活用するために構想された、日本の初等中等教育向けのデジタル学習環境のコンセプトのことです。 

※4：当社調べ 

 

  



 

 

（別紙） 

■参考：ご提供中の保護者向け機能 

出欠連絡機能以外にも学校と保護者間の連絡をデジタル化する機能を「まなびポケット」ではご提

供しています。 

(1)保護者への一斉連絡・アンケート 

 学校から保護者へ一斉連絡ができる機能です。保護者へ添付ファイル付きの連絡を送ったり、アン

ケートを付けて学校行事の出欠確認などができます。保護者が回答したアンケート結果は自動集計さ

れるので、教職員の集計業務の負担軽減にお役立ていただけます。学校側は配信した連絡ごとに保護

者の既読/未読を把握できるので、重要な連絡が確実に読まれているか確認可能です。保護者は専用

アプリをご利用いただくとスマートフォンのプッシュ通知で学校から連絡が届いたことを知ることが

できますので、見落とし防止になるという利点があります。 

 

  



 

 

(2)児童・生徒の学習状況の共有 

 児童・生徒の学習コンテンツ利用状況のログを教職員、保護者が確認できる機能です。利用状況が

可視化されることにより、学校と家庭の双方から児童・生徒の学びをサポートできます。学習コンテ

ンツを提供している教育プラットフォーム「まなびポケット」ならではの機能で、「保護者向け機

能」の特色の1つです。 

 


